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令 和 ６ 年 度 指 定 管 理 者 モ ニ タ リ ン グ レ ポ ー ト 

（指 定 管 理 者 の 管 理 運 営 業 務 評 価 結 果 ） 

 

施 設 名 宇部市旧宇部銀行館 

所 在 地 宇部市新天町一丁目１番１号 

所 管 課 都市政策部 都市計画課 

 

指 定 管 理 者 

名 称 タグボード株式会社 

所在地  宇部市大字西岐波１２３３番地 

代表者  代表取締役 河野哲男 

指 定 期 間 令和 ２年  ４月  １日 ～ 令和 ７年  ３月 ３１日 

 

１ 業務の履行状況の確認・評価 

○ 適正な施設管理・運営が行われたか。 評価結果 

【運営業務】・・・施設の稼働率（利用時間）：３４．５％ 

基本協定書、事業計画書等に基づいて適切に施設運営が行われている。また、必要に応じ

て、施設運営について施設主管課と協議を行っている。 

【維持管理業務】 

保守点検や清掃業務など適切に施設の維持管理されている。 

【事業（提案事業・自主事業）】 

施設運営の基本方針に沿った事業を計画し、その実施に努めている。 

Ｓ 

 

２ サービスの質の評価 

○ 利用者サービスの水準確保の向上が図られたか。 評価結果 

【利用者アンケート（利用者の満足度等）】 

① 調査の概要（調査対象、調査時期、調査方法、回答状況） 

・調査対象：施設利用者及びイベント参加者 

・調査期間：令和６年１１月１８日～令和６年１２月２０日 

・調査方法：施設利用者及びイベント参加者に対しアンケート用紙を配布し、回答を得た。 

・回答状況：施設利用者１５人、イベント参加者４１人が回答。 

② アンケート結果の概要（利用者の満足度等） 

施設利用者、イベント参加者とも、概ね「満足」の回答だった。 

【実地確認等】 

 スタッフが毎日業務報告を行い、毎週行う定例会議で苦情等、個別事例の情報共有と改善策の

提案等を実施するなど、利用者サービスの向上に向けた取組を進めている。 

【事業（提案事業・自主事業）】 

文化・芸術に関する講座を定期的に開催し、定着していることやカフェの利用者増加に向けた

試みは評価できる。 

Ａ 
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３ サービス提供の継続性・安定性の評価 

○ 適正な収支実績のもとで、継続的・安定的にサービス提供が実施されている

か。 
評価結果 

コロナ禍の影響で低迷していたホールの利用状況は回復し、利用者の増加により運営状況は

好転しつつある。収入・支出においても見直しを行い、効率的・効果的な運営への取り組みが認

められる。 

Ｂ 

 

４ 民間ノウハウの注入による加点すべき取組の評価 

○ 民間ノウハウの注入により、施設の設置目的の増進につながる取組が実施さ

れているか。 
評価結果 

 「ヒストリア宇部」の運営指針にも掲げられている「市民の憩いの場」、「宇部市の芸術文化振興

のための情報発信拠点」としての機能を強化するために、文化芸術に関する各種の自主事業実

施し、促進策の工夫・検討をしている。 

４ 

 

５ 総合結果 

○ モニタリング内容の総括（評価の理由） 総合評価 

条例・規則、協定書を遵守し、業務仕様書の内容にのっとり業務が行われている。また、施設

運営について施設主管課と協議を行い、運営上の課題等に対する改善方針を策定している。 

アンケートによる利用者の感想においては、概ね「満足」という意見が多かった。 

コロナ禍の影響で低迷していたホールの利用状況は回復し、利用者の増加により運営状況は

好転しつつある。収入・支出においても見直しを行い、効率的・効果的な運営への取り組みが認

められる。 

その他、利便性の向上が見込まれる取組みもされており、概ね適正な運営がなされていると認

められる。 

Ｂ 

 

■評価基準 

Ｓ（ 秀 ） 協定書等の基準を遵守し、その水準を十分に達成し、非常に優れた成果を修めた。 

Ａ（ 優 ） 協定書等の基準を遵守し、その水準を十分に達成した。 

Ｂ（標 準） 協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。 

Ｃ（課題含） 協定書等の基準を概ね遵守しているが、内容の一部に課題がある。 

Ｄ（要改善） 協定書等の基準が遵守されておらず、改善が必要な内容である。 

 

※ 参考資料（別添） 

 １ 収支の状況 

 ２ 施設利用者数 

 ３ 施設稼働率（利用率） 



宇部市旧宇部銀行館

収支の状況（指定期間開始時から前年度までの総収支）

 その他（公租公課）

※　施設利用者数（年度比）

前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計

5622 5256 10878 1511 2680 4191 2565 2786 5351 3756 4025 7781 4194 5726 9920 5218 7696 12914

3714 3354 7068 1868 3538 5406 2813 3395 6208 3289 4339 7628 3774 4229 8003 4097 3795 7892

1899 1652 3551 886 1562 2448 1290 1127 2417 1248 1100 2348 1169 1379 2548 1306 1402 2708

1140 1127 2267 0 363 363 311 358 669 306 441 747 456 623 1079 495 650 1145

1103 913 2016 369 861 1230 518 937 1455 625 1110 1735 956 971 1927 659 662 1321

2021 1820 3841 949 1319 2268 1475 1644 3119 1636 1773 3409 2029 2097 4126 2114 2121 4235

※　施設稼働率（利用率）

前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計

37.4 33.6 35.5 15.7 21.2 18.5 17.5 21.7 19.6 24.8 26.3 25.6 34.3 37.5 35.9 37.3 41.5 39.4

45.4 46.7 46.1 30.5 50.7 40.6 36.5 49.0 42.8 47.5 52.5 50.0 46.0 50.0 48.0 48.7 45.3 47.0

47.4 46.5 47.0 27.0 41.7 34.4 34.5 43.5 39.0 48.3 36.8 42.6 40.5 41.7 41.1 35.3 35.7 35.5

45.1 38.1 41.6 6.2 21.0 13.6 20.5 23.8 22.2 24.8 20.7 22.8 24.7 25.2 25.0 21.0 25.7 23.4

41.4 35.5 38.5 19.3 33.0 26.2 30.0 36.8 33.4 35.0 32.5 33.8 33.7 33.0 33.4 27.3 23.0 25.2

36.1 35.8 36.0 26.3 37.7 32.0 35.8 34.8 35.3 41.5 37.2 39.4 41.5 41.5 41.5 35.3 37.8 36.6

収
支

 事業費

支出計（ｂ）

 備品購入費

 修繕費

単位：人

（ａ）－（ｂ）

93,922

0 △ 894 △ 894

△ 4,53589,387

 予備費

20,310

0

500

 施設維持管理費

24,002

0

4,320

項    目

 人件費

収
 
 
入

収入計（ａ）

 補償金

 指定管理料

 利用料金

 事業収入

 その他収入

支
 
 
出

0

△ 1,558

0

22,444

0

コロナ禍の稼働率低下による減

20,378

759 259

△ 1,238

68

0

3,082

27,549

10,437

89

0

93,922

44,790

88,493

37,800

10,500

262

45,360

差　額
予算額（千円）

（事業報告）

045,360

決算額（千円）

（事業計画）

R4 R5

△ 2,066

5,058

△ 10,251

△ 63

5,058

△ 5,429

42,724

△ 173

R6 指定期間前の年度
との比較

イベントホール 119%

交流ホール 112%

施設名
指定期間前年度 R2 R3

第1交流室 76%

第2交流室 51%

第3交流室 66%

第4交流室 110%

単位：％

施設名
指定期間前年度 R2 R3 R4 R5 R6 指定期間前の年度

との比較

イベントホール 111%

交流ホール 102%

第1交流室 76%

第2交流室 56%

第3交流室 65%

第4交流室 102%

適 否 等 検 証

（計画・目的達成度など）

コロナ禍による機会逸失による減収

コロナ禍による機会逸失による減収

コロナ禍の稼働率低下による減

モニタリングレポート（参　考　資　料）

コロナ禍の稼働率低下による減

コロナ禍の稼働率低下による減及び電気代等の高騰による増

コロナ禍による機会逸失による減収

施設名


